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１．集落の概要 
 

押部谷町和田は，押部谷町の最も南西に位置し，

北西は神出町南，北は神出町東，南は平野町黒

田及び堅田，東は押部谷町高和及び養田に隣接

している。 
地区の東部には明石川が南北に流れ，明石川に

沿って県道平野三木線が通っている。地区の北

部には市道神戸母里線が東西に通り，西は神出

町田井，東は西神工業団地を抜けて櫨谷町福谷

まで通じている。 
西部は神出町から続く里山で，豊かな自然環境

が残り，里山と河川の間の平野部に集落が開け

ている。集落の背後の小高い山すそにも農地が

広がっている。 
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神戸母里線より北側は，生コンプラント工場や

資材置場が多数立地している。 
最寄り駅は市営地下鉄西神中央駅で，西神ニュ

ータウン行きの路線バスはないが，車で約 5 分
である。 
昭和 52 年にほ場整備，昭和

61年には集落下水が完成し，平
成８年に公会堂が新築されるな

ど，営農環境や生活環境の基盤

が整備されている。 

  

地区内には清水寺，大歳神社，

若宮神社などの神社仏閣があり，

古くから村の守り神として崇め

祭られている。 
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1) 人口等の状況 

 

項目           年 昭和５５年 昭和６０年 平成２年 平成７年 平成１２年 

総世帯数    （戸） ５７ ５８ ５３ ５９ ５６

農家数      （戸） ４１ ３８ ３８ ３８ ３６

専業農家 ７ ３ ４ ７ ６

第１種兼業農家 １０ ８ １０ ７ ６

 

第２種兼業農家 ２４ ２７ ２４ ２４ ２４

総人口      （人） ２５１ ２３５ ２１６ ２２１ ※※ ２１５

男 １２４ １１６ １０７ １０７ １０５ 

女 １２７ １１９ １０９ １１４ １１０

農家人口    （人） ２０４ １８０ １６８ １５９ １５０

男 １０３ ９２ ８４ ７７ ７０ 

女 １０１ ８８ ８４ ８２ ８０

農地面積    （ａ） ３，０３３ ３，１４１ ３，２７７ ３，１６２ ３，１８９

田 ３，０３３ ３，１３７ ３，１８４ ３，１３０ ２，９１５

畑 － ４ ８５ ３１ ２８

 

樹園地 － － ８ １ ２４６

※農林業センサスより 
※※2000年センサスは速報 



2) 水田利用状況 

 

品  目 面積(a) 備  考 

どんとこい 521.6 (35.2%) 

きぬひかり 359.8 (24.3%) 

こしひかり 262.8 (17.8%) 

日本晴 224.7 (15.2%) 

ひのひかり 111.0 ( 7.5%) 

水 
  

稲 

  計 1,479.9 (100 %) 

スイカ 127.4  

ネギ 79.8  

ツケナ 68.8  

ナス 65.4  

カボチャ 50.1  

その他野菜 43.2  

ブロッコリー 29.0  

サツマイモ 28.5  

キャベツ 24.6  

種苗類 13.1  

その他 31.9 大豆，ｶｷ，ﾀﾞｲｺﾝ，ｻﾄｲﾓ，未成熟ﾄｳﾓﾛｺｼ，ｷｳｲﾌﾙｰﾂ 

定着（果樹） 10.1  

地力ソルガム 222.4  

地力レンゲ 41.8  

景観コスモス 27.5  

自己保全管理 338.0  

調整水田 110.6  

かい廃 2.5  

生 

  

産 

  

調 

  

整 

計 1,314.7 実施転作率 47.0% 

水田面積計 2,794.6  

※平成 13 年度転作野帳より 

 



3) 旧所・名跡 

 
① 白瀧山清水寺（観音堂） 

  「清水（せいすい）寺」は，背後の観音山に建っており，「キヨミズさん」とか「和田の観
音さん」の名で親しまれている。観音堂は三十三段ある石段を上った正面に建っている。 
  西国那智山青岸渡寺で始まる西国三十三ヶ所巡礼は，必死の旅であったために，各地に
ミニ巡礼が生まれた。明石西国もその一つで，江戸時代の貞享２年（1685）7月，八代明
石城主松平直明公の世になり，明石藩三十三ヶ所として始まった観音堂霊場めぐりのこと

で，三百余年の歴史を持っている。 
  太平洋戦争までは多くの善男善女が巡礼したが，昭和 20 年の大空襲で多くの寺院が焼
失した。しかし昭和 60年に復活し，長福寺が新第 15番札所として加入し，朱印状は長福
寺（押部谷町養田）が受け持つに至っている。 
  また，大正 10年 4月に設立された明石郡四国八十八ヶ所の 46番の寺でもある。 
  和田観音堂は，当時和田在中で下押部担当の住吉神社の神主であった森岡丹後守が設定
に深くかかわった。元禄７年現在の本尊，如意輪観音と不動明王，毘沙門天像が完成，こ

の像は神出仏師の作である。 
  本尊の上に掛かる絵馬は，藤原氏五与太夫が諸願成就のため寄進したもので，正徳 5年
（1715）8 月吉日作の絵馬で，二頭の馬が松と竹につながれている様子が描かれており，
清水寺の宝である。脇の弘法大師像は，大正 10 年明石郡八十八ヶ所設定の際に制作した
ものである。境内には江戸中期の享保 20年の石灯籠と，江戸後期の文化 2年に造られた
石段とがある。 

                                                   詠歌     白瀧の山の 
                                                            松風音添えて 
                                                            清水寺や 
                                                            涼しかるらん 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜参考＞ 

1994年 11月 

 藤本美明書 



② 大歳神社 
  和田集落の氏神である。祭礼は
毎年 1月 15日に行われる。大歳
神が祀られており，室町時代末期

の永禄 3年（1560）に創建された。
大歳神が村を拓いた神様との伝

承をもっている。 
  江戸時代には大歳宮といい，藁
葺きの上仮屋が建っていた。 

 
 
 
 
③ 薬師堂 
  おやくしさんの名で親しまれ

ており，8月 6日薬師講の講中が
祭礼を行っている。 

  堂の左手には，自然石が地蔵に

はさまれ祀られており，いやなイ

ボをとってくれる地蔵さんとし

て信仰が厚い。イボとり地蔵さん

の名で親しまれている。 

 

 

 

 

④ 若宮神社 
  若宮さんの名で親しまれてお

り，4 月 16 日若宮講の講中が祭
礼を行ってる。 

  祭礼の日には伝統行事として

小学生の神相撲が続けられてい

る。 

 

 

 



⑤ 祇園神社 
  祇園さんの名で親しまれてお

り，7月 7日祇園講の講中が祭礼
を行っている。 

祭礼の日には，小学生の神相撲

が行われている。 

 

 

 

 

 
⑥ 御米蔵跡（和田蔵） 

  「和田蔵」は，明石領内の旧美嚢郡より城へ納める年貢米を一時的に保管しておく倉庫
のことで，明石城勘定奉行が支配していた。和田のお蔵と言われ，「おくら」の名を今に

残している。 
  明治の初期，高和小学校の前身である和田小学校が「おくら」で開校されていた。 

 

若宮神社 

清水寺 大歳神社 

祇園神社 

和田蔵跡 

薬師堂 



⑦ 古民家 
  集落の中に茅葺，藁葺きなどの古民家が４軒現存している。非常に趣のある美しい農村
風景をつくり出している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

参考図書 

ふるさと押部谷 

西区ふるさと自慢百選 

 



4) タコノアシ 

  絶滅に瀕した植物であるが，数年前，和田で生存が確認されている。繁殖の方法が分かれ
ば和田で栽培して増やしたい。 

 
 
 
 

タコノアシ 
学名：Penthorum chinense Pursh 
      ユキノシタ科（ベンケイソウ科） 
 
  本州から四国，九州の湿地，湖沼，河川敷
などに自生する多年草です。近年，開発によ

りその数は次第に減少し，レッドデータブッ

クの絶滅危急種に指定されています。 
  草丈は 30～80 ㎝ほどになり，８～10 月
の花期には枝分かれした長さ 4～12cmほど
の花枝に小さな花が並んで付きます。実が熟

すと，その姿が吸盤のついたタコの足を逆さ

まに広げたように見えることからこの名前

が付けられました。 
  以前はベンケイソウ科とされていたので
すが，近年はユキノシタ科とする方が適当で

はないかと言われています。また，独自のタ

コノアシ科を設けるべきだという説もあり，

これからの研究が待たれるところです。 



２．里づくり計画策定経過 

 

  地区の概要を把握するため，一般調査アンケートを実施した。 

  次に，いくつかのポイントとなる項目について，再度詳細な自由アンケートを実施した。 

  現地調査は，委員が 2班に分かれて集落内を見て歩き，地域の点検を行った。 

  座談会は婦人会，子ども会，老人会の組織ごとに実施し，集落の将来のあり方について

それぞれの意見を出し合った。自然環境保全と開発との調和や外部から訪れる人たちのマ

ナー問題，神社仏閣など史跡の保存，荒れた農地の保全策などが話題となった。 

  また，地域の特産品開発が地域の活性化であり，時間に自由のある高齢者などが趣味の

活動としてグループを組織し，取り組むこととなった。そして，この組織の活動内容につ

いて協議を重ねた。 

 

日時 会議名 出席者 協議内容 

13 年 5～6月 一般調査アンケート      回収 51 人 

 

7 月 3 日 里づくり委員会 委員 

西農政事務所 

一般アンケート結果の報告 

里づくりの進め方について 

 7～8 月 項目別詳細アンケート    回収 51 人 

 

    8 月 30 日 里づくり委員会 委員 

神戸大学，西農政 

項目別詳細アンケート結果の報告 

   10 月 8 日 現地調査 委員 

神戸大学，西農政 

点検マップ作成 

班別発表 

      〃 子ども会・婦人会 

合同座談会 

婦人会，子ども会 

25 人，神戸大学，

西農政事務所 

要望等聞き取り 

      〃 里づくり委員会 委員 

神戸大学，西農政 

座談会の報告 

   10 月 22 日 高齢者座談会 老人会会長他 16 人

神戸大学，西農政 

要望等聞き取り 

   11 月 13 日 里づくり委員会 委員 

神戸大学，西農政 

座談会まとめの報告と内容検討 

今後の進め方（シルバー農業について）

   12 月 4 日 シルバー農業の会 委員 

神戸大学，西農政 

シルバー農業の会の活動内容について

14 年 1 月 16 日 里づくり委員会 委員 

神戸大学，西農政 

シルバー農業の会の活動内容について

里づくり計画（案）について 

    2 月 15 日 里づくり委員会 委員，普及センター

神戸大学，西農政 

シルバー農業の会の活動内容について

里づくり計画（案）について 

    3 月 6 日 里づくり委員会 委員，普及センター

神戸大学，西農政 

里づくり計画（案）について 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 











４．里づくり計画 
 
1) 整備の目標および方針 

  キャッチフレーズ 
         「生きがい」と「くつろぎ」を与える アンズの里、和田 
当集落は，ほ場整備が完了し，農業のための営農環境が整えられ，また，地理的立地条

件も良いことから，生活環境の利便性などについては問題の少ない恵まれた地域である。

しかしながら，今後，兼業化や高齢化による農業従事者の減少などにより，農地の荒廃が

心配されることから，荒地や休耕田の利用方法について検討する必要がある。また，生活

環境についても，横断歩道や街灯の設置が十分でないといった交通安全施設の整備状況や，

集落内にある河川敷の公園やため池などにおいて，地区外から訪れる利用者のマナーが悪

いといった問題がある。そこで，当集落では， 
① 休耕地や荒地の有効利用 
② 子供からお年寄りまで安心して過ごせる生活環境の創出 
③ 世代間コミュニケーションの促進 

といった 3 点を重点目標とし，これらの目標を達成するために，①シルバー農業，②市民
農園，③散策道・サイクリングコース，④ふれあい公園といった 4 つの項目を柱とした計
画とする。以下に，それらの項目について述べ，和田里づくり計画の体系及び計画図を示

す。 
 
シルバー農業 
実年農業者や時間にゆとりのある人が，趣味と実益を兼ねて農作物栽培に取り組む。事

業内容は，アンズ園，芋掘り園，花摘み園などとし，集落の荒地や休耕田を活用すること

でそれらの有効利用を図る。集落住民の誰もがこの事業に参加できることとし，集落内の

コミュニケーションの促進を図る。また，将来的には，シルバー農業の栽培作物を集落の

特産品へとつなげる。 
 
市民農園 
市民農園を開設し，農地の保全を図るとともに，都市住民に農業を体験できる場を提供

する。また，農業体験を通じて農村の文化や農業の重要性を都市住民に理解してもらう。 
 
散策道・サイクリングコース 
集落内各所に散在する史跡や美しい景観を持つ場所に，散策道・サイクリングコースを

設定する。コース沿いには，簡単な看板を設置するなどして，集落の文化や歴史を知って

もらうとともに，当集落の花としてアンズやタコノアシなどを植栽し，集落内，集落外の

人々が，余暇や自然観察の場として利用できるようにする。 



ふれあい公園 
子供から老人までが安全に利用できるふれあい公園を整備する。公園には，先祖を祭る

シキビや榊などを栽培したり，高齢者が子供たちに藁細工を教えたりできる施設の併設に

より，世代間のふれあいの促進を図り，伝統文化を継承できるものとする。 
 
 
 
 
 

農村コミュニティーづくり

＋

サイクリングコース

市民農園 

散策道

シルバー農業

＋

＋

＋

集落内、集落間交流の促進 世代間ふれあいの促進

史跡・自然環境の保全 

ふれあい公園

「生きがい」と「くつろぎ」を与える

      アンズの里、和田 

都市住民との交流促進

休耕地・荒地の有効利用

特産品開発 

優良農地の有効利用
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

和田里づくり計画の体系 



2) 農業振興計画 

① シルバー農業の推進 

  実年農業者や時間にゆとりのある人が，和田の特産品となる農作物栽培に取り組むグル
ープを組織し，趣味と実益を兼ねて活動を行う。趣味のサークルとして，集落住民の誰も

がこの事業に参加可能とし，収入があれば，親睦費などに活用する。休耕田を活用して栽

培し，集落の特産品開発や観光農業などを研究する。 
 
   ｱ) アンズ栽培 

アンズは，春先の早い時期に美しい花を咲かせる。果実は生食用のほかジャムな

どに加工できるので，和田の特産品として栽培する。 
   ｲ) 芋ほり園 

  サツマイモを栽培して，小学生や西神ニュータウンの人々に収穫を楽しんでもらう。 
   ｳ) 花摘み園 

  コスモスやポピーなど，花を栽培して訪れる人に花摘みをしてもらう。 
 
② 市民農園の開設 

  休耕地に市民農園を開設し，農地の保全を図るとともに，都市住民に農業を体験できる
場を提供する。農業体験を通じて，農村の文化や農業の重要性を都市住民に理解してもら

うことができる。 
  開園にあたっては，市民農園整備促進法を活用して，駐車場や簡易トイレなどの設備を
設け，受け入れ態勢を十分整えた上で行う。利用者には農園の利用規則を守ってもらうほ

か，集落の秩序を乱さないよう十分納得した上で入園してもらう。 
 

 
③ 園芸作物の振興 

  軟弱野菜やナス，トマトが地場野菜として栽培されている。 
  JA が推進しているハウスのリース事業を利用するなど，施設化を進め，野菜の生産振
興を図る。 
 
 
④ ハートショップの活用 

  ＪＡが実施している直売のハートショップは，新鮮な野菜を提供することで，周辺の団
地住民に好評を得ている。このシステムでは，専業農家だけでなく兼業農家や定年帰農者

などが生産する趣味の延長的な農産物も販売でき，収入は意外に多い。直売のシステムを

積極的に活用し，農業収入のアップを図る。 
 



⑤ 直売所 
  県道沿いなど交通量の多い場所に，小さな直売所を設けて「和田の駅」とする。 
  直売所では，地域で生産された米や野菜，果実など和田の特産品を販売していく。ハー
トショップとともに，消費者ニーズをつかむアンテナとして，消費者と直接つながる手段

として有効に活用したい。 
 

3) 環境整備計画 

① 子供の公園 

  河川敷に和田清水広場があるものの，県道を横切らねばならないため，集落内に子供の
ための安全な公園を設置したい。設置場所は公会堂付近が適当と思われる。公園には遊具

なども設置したい。 
 
② 史跡の保存，整備 

  集落内には，多くの神社，仏閣等があり，古くから集落の守り神として祭られている。
これらの史跡を大切に保存し，周辺の環境整備を図る。また，美しい景観を保つため，周

囲には植栽を行う。史跡には案内板や説明板を設置し，歴史等を紹介する 。 
   ｱ) 白瀧山清水寺（観音堂） 
   ｲ) 大歳神社 
   ｳ) 薬師堂 
   ｴ) 若宮神社 
   ｵ) 祇園神社 
   ｶ) お蔵 
 
③ 散策道，サイクリングコースの設定 
  集落内各所に散在する史跡や景観のよい場所をめぐる散策道・サイクリングコースを設
定する。コース沿いに花を植え，散策を楽しめるようにする。 
 
④ 花の植栽 

  ｱ) 休耕田の景観形成 

  市民農園，観光いもほり園の周辺や散策道・サイクリングコース沿いに花を植
え，美しい景観をつくりだす。 
  そばは生育が早く，秋に美しい花を咲かせるので，景観形成作物として栽培す
る。 

  ｲ) 河川敷の植栽 

  河川敷の道路沿いにひまわりやコスモス，そばなどの花を植栽し，四季折々の
花を楽しむ。 



  ｳ) 花摘み園 

  休耕田に花を植え，訪れた人に花摘みをしてもらい，農業の副収入とする。 
  ｴ) 和田の花 

  アンズを和田の花として位置付け，集落内の各家庭や公共の空き地などに植え
て花を咲かせる。 
  タコノアシは，絶滅に瀕した珍しい花で，数年前和田に生存が確認されている。
この花も和田の花として保存していきたい。 

 
⑤ 天王池のビオトープ化 

  天王池に蓮やスイレンを植えて花を楽しむ。水辺の生物が見られる場所とする。 
 
⑥ ゴミ問題とマナー問題 

  西神ニュータウンに近いということもあり，市街地から集落内に訪れる人が多いが，ゴ
ミを持ち帰らないだけでなく，農産物の盗難があるなど，マナーが非常に悪いことが問題

となっている。 
 

  ｱ) 古野池などため池に訪れる釣り人 
  ため池に訪れる釣り人が，竿や釣り糸を放置したまま帰ったり，周辺にある田
畑の農産物を取って帰ったりするなどの問題が発生している。 

  ｲ) 河川敷きの公園使用者 
  市民公園を使用した後，ゴミを放置したり，業者が犬を放すなどマナーが悪い。 

  ｳ) 県道沿いを通過する車からのポイ捨て 
  和田大橋交差点付近など，通過する車からのポイ捨てが日常的に行われている。 

  ｴ) 粗大ゴミの不法投棄 
  山林に廃車や家電など大型の粗大ゴミを不法投棄される。 

 
  これらのゴミ問題に有効な対策を講じるのは難しいが，マナー向上を呼びかける啓発看
板の設置や山林への進入防止柵の設置，周辺の環境美化などを行うことにより，投棄しに

くい環境をつくり，ゴミの投棄を防止する。 
  公園やため池の利用者には，利用の心得を守るよう管理者から徹底を図る。 

 
⑦ 犬の飼い主のマナーアップ 

  犬の散歩に訪れ，田の畦などに糞を残したまま帰る人が集落内にも見受けられるので，
飼い主のマナーとして，糞は持ち帰るよう集落内でもマナーの徹底を図る。 
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⑧ 交通安全 
  ｱ) 通学路の歩道設置 

  藤原橋南の県道平野・三木線西側に歩道を設置し，通学路の安全確保を図る。 
  ｲ) 集落内道路の拡幅 

  集落内の道路の狭い場所を２ヶ所拡幅したい。 
  ｳ) 見通しの悪い交差点 

  見通しの悪い交差点には，標識等を立て，運転者の注意を促す。 
  ｴ) 横断歩道設置 

  バス停付近および和田大橋交差点に横断歩道を設置したい。 
 
⑨ 街路灯 

  夜間暗くて危険な箇所が２ヶ所あり，街路灯を設置したい。 
 
⑩ バス路線開通の要望 

  西神ニュータウンの近くにありながら，西神中央まで出る路線バスがなく，一度明石駅
まで出なければ行けないという不便さである。 
  西神中央へ出るバスの開通を，日に２－３便，小型でよいので要望する。 

 
⑪ 老人ホーム等の施設誘致 

  山林を活用し，老人ホームなど福祉施設の誘致を検討する。 
就業の場を創出することにより，後継者の集落外への転出を防ぐことができ，後継者の確

保が期待できる。 
 
⑫ 高齢者休憩広場 

  先祖や神を祭るシキビや榊などを栽培しながら，高齢者が腰掛けてゆっくり会合ができ
る広場を，休耕田などを活用して設けたい。 
 
⑬ 世代間コミュニケーション 

  わら細工や竹細工を子供達に教えたり，集落の歴史を伝承する機会を設け，年寄りと子
供達の世代間コミュニケーションを図る。 
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交通安全施設整備，街路灯の整備 
 
 
 
 
 
 



4) 土地利用計画 

① 農業保全区域 
  下記以外の区域を農業保全区域に指定し，農業の振興と農地の保全を図る区域とする。 

 
② 環境保全区域 

  里山を指定し，自然環境の保全および活用を図る区域とする。 
 
③ 集落居住区域 

  まとまりのある住宅地周辺を集落居住区域に設定し，生活環境を整備する区域とする。 
 
④ 特定用途Ａ区域 

  神出町南との境界に福祉施設があり，この一団の施設を特定用途 A区域に指定する。 
 
⑤ 特定用途Ｂ区域 

  神戸母里線より北側の七曲付近は，既に生コンプラント工場や資材置場などが多数立地
しており，これらの既存施設を含めて特定用途 B区域を指定する。 
  新たに資材置場等施設を設置する場合には，周囲に植栽帯を設け，景観や排水など周辺
の環境に配慮してもらう。 

 
 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

凡  例 

農業保全区域 

環境保全区域 

集落居住区域 

特定用途 A区域 

特定用途 B区域 

① 駐車場 

和田土地利用計画図  












































